
多古中央病院から

お問合せ●生活環境課環境係☎76-5406

　家庭から出る生活排水による河川等の水質汚濁を防止するため、合併処理浄化槽を新規に設置する方
や既設の単独処理浄化槽・くみ取り便槽から合併処理浄化槽に換える方に費用の一部を補助し設置促進
を図っています。

●既設便槽の転換および単独処理浄化槽からの転換の補助金限度額の上限を引き上げました。
●工事着工後の申請では補助金が受けられませんので、ご注意ください。

人槽区分

補助金限度額

新規設置
くみ取り便槽からの転換

単独処理浄化槽からの転換
既設便槽の転換 建物の建て替えを伴う転換

5人槽 221,000円 532,000円 332,000円 612,000円

6～ 7人槽 276,000円 614,000円 414,000円 694,000円

8～ 10人槽 365,000円 748,000円 548,000円 828,000円

合併処理浄化槽の補助制度

　家庭における地球温暖化対策促進のため、以下の住宅用省エネルギー設備を設置する方に費用の一部
を助成しています。

※�既築住宅に太陽光発電システムを設置して補助を受ける場合は、エネルギー管理システム（HEMS）ま
たは、定置用リチウムイオン蓄電システムが設置済みであるか新たに設置することが必要です。
●申請に必要な書類は、町ホームページをご覧になるか生活環境課までお問い合わせください。
●工事着工後の申請では補助金が受けられませんので、ご注意ください。

補助対象設備 既築 新築 補助金限度額

太陽光発電システム ○※ ○ 180,000円

太陽熱利用システム ○ ○ 100,000円

地中熱利用システム ○ ○ 200,000円

家庭用燃料電池システム（エネファーム） ○ ○ 200,000円

定置用リチウムイオン蓄電システム ○ ○ 200,000円

住宅用省エネルギー設備設置補助金

予算に限りがありますので、早めにお申し込みください。

　一般家庭から排出される生ごみを減量化および堆肥化するため、生ごみ処理機等を購入される方に費
用の一部を補助しています。なお、新たに生ごみ処理容器（コンポスト容器・密閉処理容器）も補助対象
となります。

種類 補助率 補助金限度額 台数制限

生ごみ処理機
1／ 2

25,000円 7年度につき1基

生ごみ処理容器（コンポストおよび密閉処理容器） 3,000円 1年度につき2基まで

家庭用生ごみ処理機等設置事業補助金
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